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西日本最高峰1982m 石鎚の初冠雪

新年ごあいさつ
会長・幹事長
参議院議員　南野知惠子先生
衆議院議員　あべ俊子先生
新年の抱負　支部長
平成20年度県別会議報告
男性会員の集い
編集後記

講演会のお知らせ

2
3
3

4～5
6
6

もくじ

日　時 平成21年4月18日（土）
13：30～15：30

会　場 愛媛看護研修センター

講　師 社団法人日本看護協会　常任理事
たかがい恵美子　先生
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あけましておめでとうございます。
今年は会員の皆様にとっては輝かしい新年を迎えられたことと思い

ます。しかしながら、昨年からの世界規模金融危機が日本にも波及し
はじめまさに激動の年の始まりでしょうか。日本の産業界には大規模
のリストラが起こり解雇、内定取り消しなど大きな社会問題と映ってい
ます。
毎年師走には世相を諮る一字漢字に昨年は「変」が当てられました。
この字の意味は皆様にあってはどう感じられたでしょうか。政界をはじ
め百年に一度の危機はこの「変」に当てはまることもこの一年間の世
相を表していると思います。
昨年末には健康被害からくる「たばこ」の増税について賛否両論は

あるものの、日本看護協会、日本看護連盟は強力に増税に対する社会
保障費充当を期待したのですが先送りとなりました。
さて、今年の連盟活動には支部を中心にリーダーの養成、基礎研修
を初めとする会員研修、新規会員研修、講演会、広報活動などを通
して全会員に届くよう推進してまいります。「現場の声」からは連盟につ
いてまだまだ十分理解されているとは思えない声が伝わってきていま
す。
今年も連盟役員心機一転で頑張りますのでよろしくお願いします。

会長

植岡　道玄　

あけましておめでとうございます

新しい年を迎えて皆様それぞれに今年の夢や希望、そして今年は

これをやり遂げよう！と抱負等心に決められた方も多いことと思います。

昨年から基礎研修が始まり、会員基礎研修受講者100％達成に向

けて連盟12支部が活発に活動を開始しています。来年の選挙にむけ

の基礎作りが着 と々進んでいるのがとても励みになります。

自民党に対する逆風はますます強くなり厳しい状況ばかりが目に入

りますが、私たちの看護連盟は日本看護協会の政治団体であり、自民

党の下部組織ではないことをしっかり認識したいものです。

さて、ことしの丑をイメージしますと、ゆったり歩く牛も魅力的ですが、

勇猛果敢に突き進む闘牛の牛や南予地方の牛鬼のように、今年もま

っしぐらに目標に向かって進みたいと思います。

今年もどうぞよろしくお願いいたします。

幹事長

有請　千代美　

新年のごあいさつ�
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新年　あけましておめでとうございます

昨年中は、愛媛県看護連盟の会長様をはじめ皆様方に色々と、

御指導、御鞭撻いただき、感謝申し上げます。

昨年「子」年は波乱の一年でした。総理・総裁選挙により麻生政

権が誕生し、程なく、アメリカの金融危機が世界を走り、我が国の

景気にも影響し、金融・社会保障の緊急対応が生じ、総選挙より

政策へ、法案の処理もあり国会も延長となりました。

医療問題も救急・周産期関連等早期の対策が望まれます。久常

会長と共に舛添厚生労働大臣と潜在看護師、看護教育等々の事を

話し合い、早速に、大臣直属の「看護の質の向上と確保に関する

懇談会」が開催されました。

今年は十二支の「丑」にちなみ、じっくりと、力強く、果敢に仕事

に当たりたいと思います。立法の仕事、衆院選の応援、参院選の

準備、我が党にとっても正念場です。どうぞ、よろしくお願いします。

私も頑張ります。

参議院議員

南野　知惠子　

愛媛県看護連盟の皆様、新年あけましておめでとうございます。い
つもあべ俊子の国政活動に多大なるご支援をいただき、心より御礼申
し上げます。
さて、去年はまさに翻弄されたという言葉がぴったりの年でした。福
田総理が突然辞任を表明し、自民党の総裁選挙で麻生新内閣が誕
生する以前から、衆議院の解散総選挙が10月末とも11月上旬とも言わ
れておりましたので、事務所でも早々に臨戦態勢をひき、選挙事務所
を開いたり、ポスターを作ったりと、それは大急ぎで選挙準備をすすめ
ておりました。しかし、結局、総選挙は先延ばしとなり、事務所一同、
マスコミ報道に翻弄された2ヶ月となりました。
愛媛県看護連盟の皆さまにも「あべ俊子後援会拡大活動」として岡

山に入っていただきましたが、先の見えない状況のもと、大変なご苦労
であったことと思います。遠路お越しいただき、本当にありがとうござい
ました。私も事務所のスタッフ一同も大変心強い応援をいただきまし
た。
次の選挙は大変厳しい選挙戦になるであることは必至です。時間の

猶予をいただいた分、事務所としては、気持ちを切りかえ、ひとつずつ
丁寧に準備をすすめていきたいという思いでおります。
来る解散総選挙までは、どんなに長くとももう1年もありません。看護

の貴重な議席を守れるよう、全力で頑張ってまいります。本年も、愛媛
県看護連盟の皆さま方の心強いご支援を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。

衆議院議員

あべ　俊子

新年のごあいさつ�
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みなさま明けましておめでとうございます。平成18年４月、愛媛県看護連盟今治支部が誕生しました。平成21
年４月でまる３年になります。「三つ子の魂百まで」といいます。今治支部の支部長になったときの気持ちを忘れ
ず、今年も本部の皆様のお力を借りながら支部の役員皆と力を合わせて、連盟の発展のために粛 と々進みた
いと思います。めざせ　看護連盟支部日本一！！（夢はでっかく）

今治支部長　吉田　昭枝

あけましておめでとうございます。
昨年は看護部長主任と同時に、思いがけず、新居浜支部長を拝命することとなり、戸惑いながらの出発で

したが、皆様のご協力を得て、何とか1年間活動することができました。今年も、組織強化を目的に基礎研修、
リーダー育成に取り組み、会員増に向けて力を入れていきたいと思いますので、宜しくお願いいたします。

新居浜支部長　八木　やよい

明けましておめでとうございます。
昨年は連盟活動にいろいろ御協力ありがとうざいました。今年もどうぞよろしくおねがいいたします。今年の

支部目標は昨年に引き続き「基礎研修を全会員に行う、そして一人一人行動のおこせる会員になる。」としまし
た。どうぞよろしくお願いいたします。干支の「丑」にちなんで「あせらず」「ゆっくり」「着実」に最後まで力を抜
かず一年元気で頑張りましょう。

中予第一支部長　鈴木　ルリ子

あけましておめでとうございます。いつも連盟活動にご協力、本当にありがとうございます。
世の中は天候の異変、痛ましい事件や金融不安、政治も昏迷しています。こういう時だからこそ、私たち看護職の代表
をなんとしても国政の場に送る必要があります。昨年は基礎研修を実施し、連盟の必要性や選挙の大切さも少しずつ
浸透していると期待しています。
今年は選挙に向けての大切な年です。リーダーを中心に目標に向かって活動をします。どうか宜しくお願いいたします。

中予第二支部長　神尾　由美子

会員の皆様、新年おめでとうございます。
大不況真っ只中の年明けとなりました。政治への信頼感が低下するばかりで、このままでは自民党を支持する

看護連盟にも多大な影響が及びそうです。
今年は、これまで以上に危機感を持って臨むべきだと思っています。先ずは基礎研修受講100％と会員増加を
目指した活動を続けると同時に、たくさんの「現場の声」が現状を変えるという意気込みで、責務を果たせるよう努
力したいと思います。

昨年は、世界的な金融危機による景気後退で、大手企業の非正規従業員大量削減に伴い職や住居を失
う人が多発、一方、一流大学生の大麻汚染や、ひき逃げ事件、幼児の殺害など不気味なニュースが多い年
でした。今年はいい年になってほしいものです。
さて、昨年夏より、看護連盟基礎研修を全会員が学習しようと各支部、各施設で努力しています。不安定
な時代だからこそ会員一人一人がより連盟活動の理解を深め、組織が団結しないと容赦なく切り捨てられる
時代になって来ています。皆様がんばりましょう。

西条支部長　安藤　静子

中予第三支部長　永江　隆
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あけましておめでとうございます。
昨年は施設訪問が出来ずじまい。今年こそは！ あと会員増と基礎研修100％をめざして、牛のようにゆっく

りと、しかし着実に、来るべき参院選をめざして頑張るのみ。

中予第五支部長　政岡　千種

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
さて昨年は、中予支部の教育機関に属しているものが中心となり、後輩の育成における諸問題を認識・解
決し看護の質の向上をはかっていくべきではないかと考え、「看護教育支部」を立ち上げました。まだよちよち
歩き状態の支部ではありますが、昨年は県内の皆様を対象とした研修会を２回開催することができました。多
くの皆様にご参加を頂き感謝申しあげます。今後も、後輩育成に関するようなテーマを中心とした研修会を開
催しながら、看護連盟の必要性を皆様と一緒に考えていきたいと思っております。今後とも皆様のご意見・ご
指導を頂けますよう宜しくお願いいたします。

看護教育支部長　山内　晴美

南予第一支部長　内舛　眞知子

明けましておめでとうございます。今年は昨年培った基礎の上にもう一段積み上げ、盤石の組織作りに向け
て、一歩一歩確実な歩みで進んで行きたいと思います。まずは基礎研修終了会員100％を目指したいと思い
ます。皆様どうぞよろしくお願い致します。

南予第二支部長　鈴木　文江

あけましておめでとうございます。
昨年は私たちの代表を国政の場に送るために基礎研修会を開催いたしました。研修会に多数参加してい

ただきありがとうございました。
今年も引き続き基礎研修会を開催し、「支部組織の強化」を目標に活動していきたいと思います。
今年もよろしくお願いいたします。

南予第三支部長　村上　かなえ

明けましておめでとうございます。
今年は基礎研修を中心に、一人でも多くの人に、看護協会と看護連盟の関係を理解していただき、今の苦

しい現場の状況を打破するため、次の参議院選挙に向けての基礎固めにしたいと思います。連盟通信えひ
めの標語のようにみんなで、明るく、楽しく、元気で、活動しましょう。

あけましておめでとうございます。
丑年の年頭にあたり、力強く前進する1年であることを祈念します。
中予第四支部は、昨年、基礎研修100％実施を目標に取り組み、施設リーダーの積極的な企画・運営で、ほぼ
100％に近い実施ができました。そして、会員数も7名増えました。今年は研修を終えたアンフィニA会員が、役員・
リーダーと一緒になって、組織の拡大・強化に参画して下さることを期待します。
今政局は大変不安定で、衆議院の解散総選挙がいつになるかわかりません。来年は参議院選挙が行われま

す。どんな状況になっても、しっかりと判断して行動できる力を作りましょう。今年もよろしくお願いします。

中予第四支部長　巻田　すみ子
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あけましておめでとうございます。
連盟の活動を支えるのは会員一人一人です。
会員の輪を広げ、元気で明るく楽しい活動を展開していきましょう。
今年もよろしくお願いします。 広報委員一同

今回の研修の主な目的は、男性会員のネットワーク作りと、連帯感を強め、今後の連盟
活動に男性会員の力を集結するための基礎を築くことであったように認識しています。そこ
で当研修の準備委員として当初から関わった男性会員が、シンポジストを務めることになりま
した。
卒後10数年の中堅３名、30年以上のベテラン１名という構成で、それぞれリーダーや管理

職を務めている人たちです。いつも共に働いている後輩・同輩・先輩・上司のスピーチを直
接聞くことで、手作りの親近感のある集いになったように思います。
シンポジスト４名に共通していることは、他の多くの会員も同様だと思われますが、看護連
盟入会は自発性より上司や先輩の勧めがきっかけとなっていること、入会後も長い間それほ
ど関心が高まっていなかったことがあります。しかし、2004年度からの“リフォーム連盟”によっ
て、細分化された支部の活動が活発になったことで、看護が抱える諸問題と連盟の必要性
について理解が深まり、会費を納入するだけの会員から行動する会員へと変化しています。
今回のシンポジストと同じように、参加した会員の多くが、何かを感じ、理解を深めて今後

ますます連盟活動に積極的に参画していただけるようになるのではないかと期待しています。

日　時 平成20年11月29日（土）13：30～15：30 会　場 元　松精看護専門学校講堂 参加者 42名

シンポジスト 加藤　猛（済生会松山病院） 『スパルタ上司から学んだこと』
谷岡真作（松山記念病院） 『私の歩んできた道』
坂本謙二（松山記念病院） 『活き活きとした職場作りについて思うこと』
津吉　研（松山ベテル病院） 『政治アカデミーへの参加動機』

司　会 芝　信吾基調講演「男の生きがい」会長　植岡道玄 座　長 永江　隆

平成20年度の県別会議は日本看護連盟　竹澤良子常任幹事と愛媛県看護連盟役員15名が出席して開催されました。
組織拡大のための会員獲得目標数については、資料によると目標達成は厳しいものでした。看護協会員数に対する連盟会員数

の割合が14％から81％までかなりの開きがあり、各都道府県における様々な困難が伺えました。
全体としても、県としても公務員、保健師の会員増を図る必要があり、いろいろな方面から、いろいろな方法で働きかけていかなけ

れば成らないことなどが話し合われました。
愛媛県においては、昨年度より54名の会員増がありました。
今年新しく立ち上がった看護教育支部の効果的な活動の展開は、来年度に向けて明るい材料となりました。また、県東部や訪問

看護ステーション、老健施設、OB会員の支部など新しい支部の必要性を話し合いました。
今後も愛媛らしい活動を推進し、施設訪問、基礎研修、ミニ研修等をきめ細かく実施して組織拡大を図り、大きい目標に向かって

進みたいと思いました。

日　時 平成20年11月15日（土）10：00～12：00

会　場 松山市大街道3丁目1-1 いよてつ会館5Fブリリアントルーム

プログラム 報告事項
○本部から県への報告─会員獲得目標調査結果について
○県から本部への報告─施設訪問・基礎研修の進捗状況

重点対象の取り組み状況

協議事項
○会員獲得、県・支部の組織強化の方針について
○基礎研修・重点対策の取り組みについて


